
1．は じ め に

アメリカシロヒトリHyphantria cunea（Drury）（チョウ目：ヒトリガ科）は北米原産の広
食性害虫であり，600種以上の樹種を加害することが知られている．国内では1945年に東京で
初めて確認されて以降，徐々に分布を広げ，現在では青森県から宮崎県までの広い地域に分布
している1），3）．
また，日本に侵入した個体群は当初より年2化性であったが，1970年代に年3化性の個体群

が確認され，現在では北緯36度付近を境に，北では年2化性，南では年3化性の個体群が分布

Outbreaks of the fall webworm Hyphantria cunea (Drury) (Lepidoptera: Arctiidae) have been fre-
quently occurred on Saga University Campus from 2003. To control the fall webworm population on
the campus, I surveyed the seasonal occurrence of adults using sex pheromone traps and densities of
eggs and larvae by periodical samplings of shoots of Taxodium distichum (L.) Rich. (Cupressaceae).
Then I examined effectiveness of an insecticide against the fall webworm and compared larval devel-
opment on three host plants, Cerasus x yedoensis (Matsum.) A.V.Vassil. (Rosaseae), Pterocarya rhoifolia
Siebold et Zucc. (Juglandaceae), and T. distichum, growing on the campus. Because three peaks were
detected in the pheromone trap captures of male adults in 2015, the fall webworm population on the
campus was considered to have a trivoltine life cycle. Egg and larval densities on host shoots were
gradually decreased on trees applied the insecticide. Laboratory-rearing experiments revealed that the
insecticide is critically effective against the fall webworm, and the insecticide application to trees in
spring remains effective by autumn in the year.
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している2），4）13）．
佐賀大学本庄キャンパス構内（佐賀県佐賀市本庄町；北緯33°15′，東経130°17′）では，2003

年から本種の多発生がしばしば確認されている5），11），12）．とりわけ2010年頃以降は，正門付近の
ラクウショウ（ヌマスギ）Taxodium distichum（L.）Rich．（ヒノキ科）並木を中心に，秋に
なると本種による多発生が毎年のように見られ，並木の葉を食べ尽くした多数の幼虫が地面や
建物の壁を歩き回り，学生や教職員に不快感を生じさせるような状態が続いている．2014年に
は西門付近のラクウショウ並木でも被害が見られるようになり，秋にはラクウショウの葉が
まったく見られないほど本種が多発生した（徳田，pers. obs.）．
そこで本研究では，構内におけるアメリカシロヒトリの多発生を抑制する目的で，フェロモ

ントラップおよびラクウショウ枝のサンプリングにより本種の発生消長を調査するとともに，
チョウ目に選択的に作用するとされる薬剤のアメリカシロヒトリに対する効果とその持続期間
について検討した．また，本種に関しては様々な植物で発育状況を調べられており6），7），8），10），過
去には佐賀大学構内においてラクウショウで飼育して成虫が得られたという報告もあるが12），
これまでに他の寄主とラクウショウ上での発育を比較した事例は筆者の知る限り報告されてい
ない．そこで，キャンパス内に生育するラクウショウ，サクラ（ソメイヨシノ）Cerasus x yedoen-
sis（Matsum.）A.V.Vassil．（バラ科），サワグルミPterocarya rhoifolia Siebold et Zucc．（ク
ルミ科），を用いて本種を飼育し，ラクウショウが本種にとって好適な寄主植物か否かを比較
した．

2．材料および方法

2．1 アメリカシロヒトリ成虫の発生消長
アメリカシロヒトリ成虫の発生消長を調査するため，2015年4月29日にアメリカシロヒトリ

の雄成虫を特異的に誘引する性フェロモン剤であるニトルアー＜アメシロ＞（フォールウェブ
ルア剤，出光興産株式会社，東京）を貼付けたニトルアーハウストラップ（出光興産株式会社，
東京）（以下，ハウストラップ）2台とニトルアーモストラップ（出光興産株式会社，東京）（以
下，モストラップ）2台の計4台のトラップを本庄キャンパス正門付近のラクウショウ並木（樹
高約12m）に設置した．それぞれのトラップは10m以上離して配置し，高さ約5mのラクウ
ショウ枝に固定した．
正門付近のラクウショウ並木ではアメリカシロヒトリの防除のため，2015年5月23日にス

ティンガーフロアブル（フルベンジアミド水和剤，8000倍希釈）（日本農薬株式会社，東京）
が散布された．これにより，以後の本種の発生が抑制される可能性があったため，2015年6月
21日より，ハウストラップ1台とモストラップ1台を西門側のラクウショウ並木（樹高約8m）
に移動させ，トラップ間の距離を10m以上離して高さ約3mの枝に固定した．
2015年4月30日から11月30日にかけて，アメリカシロヒトリ雄成虫の捕獲数を原則的に毎日
確認して記録した．性フェロモン剤およびハウストラップの粘着板は2～3ヶ月ごとに更新し
た．

2．2 ラクウショウ上のアメリカシロヒトリの卵塊数および幼虫集団数
2015年5月23日（薬剤散布前），8月5日，9月5日に，正門付近のラクウショウ5株と西
門付近のラクウショウ5株から，高さ5m以下の枝（長さ約30cm）を20シュートずつ任意に
採取し，アメリカシロヒトリの卵塊数および幼虫集団数を確認した．正門側の並木は約100株
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が2列（＝各列約50株）に並んでいるため，概ね10株おきに任意の採取株を選択した．西門側
の並木は1列計10株であったため，その中から無作為に5株を抽出して採取した．

2．3 薬剤の効果と持続期間
2015年5月23日の薬剤散布前と，散布後の5月25日に正門付近のラクウショウ並木から枝葉
を採取し，5℃全暗条件で冷蔵保存した．
上述した5月23日の卵塊数および幼虫集団数調査の際に得られた卵塊を室温で維持し，ふ化

後3日齢の幼虫を10頭ずつプラスチックシャーレ（直径90mm，高さ15mm）に導入し，薬剤
散布前あるいは散布後のラクウショウの葉身部分を与えて25℃，16時間日長で飼育して5日後
と10日後に生存率を比較した．
同様に，西門側並木の薬剤無散布のラクウショウから8月5日と9月5日に採取した若齢幼

虫も10頭ずつシャーレに導入し，5月に薬剤散布済みの正門側並木と，薬剤無散布の西門側並
木のラクウショウ並木から8月初旬あるいは9月初旬に採取して冷蔵保存した葉を用いて同様
に飼育し，両者の生存率を比較した．反復数は，5月23日採取分が各処理区12シャーレ（＝各
処理区幼虫120頭），8月5日と9月5日が3シャーレ（＝各処理区幼虫30頭）である．

2．4 寄主植物が幼虫の発育に及ぼす影響
2015年5月23日の薬剤散布前にラクウショウ，サクラ，サワグルミの枝葉を採取し，5℃全
暗条件で冷蔵保存した．また，ラクウショウとサクラからは同時期にアメリカシロヒトリの卵
塊を採取し，5日齢まで採取した植物で飼育したのち実験に用いた．
5日齢の幼虫10～15頭ずつをプラスチックシャーレに導入し，ラクウショウ，サクラ，サワ

グルミのいずれかの植物の葉身部分を与えて25℃，16時間日長で蛹化するまでシャーレ内で飼
育し，蛹化後3日目に生体重を測定した．反復数は，ラクウショウ，サクラ，サワグルミそれ
ぞれ5シャーレ（幼虫70頭）である．

2．5 統計解析
幼虫の生存率に関しては，各シャーレの幼虫の生存率（％）をアークサイン変換したのち，

処理区と対照区の間で一元配置分散分析により比較した．ただし，9月5日に採取した幼虫を
用いた実験では，処理区・対照区のどちらでも誤差が検出されず分散分析による解析は不適切
であったため，総生存個体数と総死亡個体数を処理区と対照区の間で Fisherの正確確率検定
により比較した．
異なる植物上で飼育した場合の蛹重量は，雌雄ごとに卵塊番号と実験前（5日齢）までに摂

食した植物，実験開始から蛹化までに摂食した植物の3つを要因として含めた三元配置分散分
析および Tukeyの多重比較により解析した．
すべての統計解析には R ver．3．2．19）を用いた．

3．結 果

3．1 アメリカシロヒトリ雄成虫の発生消長
雄成虫はトラップ設置翌日の2015年4月30日から捕獲され，5月16日までの間に正門付近に

設置した4台のトラップで合計121頭が捕獲された（図1）．その後の約40日間は捕獲されなかっ
たが，2015年6月25日から7月30日にかけて，正門側で合計47頭，西門側で合計23頭が捕獲さ
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図1．2015年4月30日から5月31日にかけての佐賀大学構内におけるフェロモントラップ
によるアメリカシロヒトリ雄成虫の捕獲消長（モストラップ2台とハウストラップ2
台を正門付近のラクウショウ並木に設置して毎朝の捕獲数を記録したもの；以後6月
24日まではトラップによる捕獲なし）．図中の矢印は正門付近のラクウショウ並木へ
の薬剤散布日（5月23日）を表す．

図3．2015年8月1日から9月10日にかけての佐賀大学構内におけるフェロモントラップ
によるアメリカシロヒトリ雄成虫の捕獲消長（正門付近と西門付近のラクウショウ
並木にモストラップとハウストラップ各1台を設置して毎朝の捕獲数を記録したも
の；以後11月30日まではトラップによる捕獲なし．

図2．2015年6月21日から7月31日にかけての佐賀大学構内におけるフェロモントラップ
によるアメリカシロヒトリ雄成虫の捕獲消長（正門付近と西門付近のラクウショウ
並木にモストラップとハウストラップ各1台を設置して毎朝の捕獲数を記録したも
の）．図中の矢印は，モストラップ・ハウストラップ各1台を正門付近から西門付
近に移動した日（6月21日）を表す（本文参照）．
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表1．佐賀大学構内のラクウショウ並木におけ
る100シュートあたりのアメリカシロヒトリ
の卵塊数または幼虫集団数の推移（2015年）

調査日 正門付近 西門付近
5月23日
8月5日
9月5日

4
0
0

4
14
4

れた（図2）．2015年8月上旬から中旬にかけては捕獲されず，8月22日から9月2日にかけ
て，正門側で合計2頭，西門側で合計20頭が捕獲された（図3）．9月3日以降11月30日まで
は捕獲されなかった．

3．2 ラクウショウ上のアメリカシロヒトリの卵塊数および幼虫集団数
正門付近のラクウショウでは，100シュートあたりの卵塊数または幼虫集団数は5月23日が

4，8月5日と9月5日は0であり，西門付近のラクウショウでは5月23日が4，8月5日が
14，9月5日は4であった（表1）．

3．3 薬剤の効果と持続期間
5月23日に採取した卵塊由来の幼虫では，薬剤散布前のラクウショウの葉を摂食した場合10

日後まで7割程度が生存していたが，薬剤散布後のラクウショウの葉を摂食した区では5日後
までにほとんどが死亡し，10日後までにすべて死亡した（図4）．処理区間の生存率は5日後
（一元配置分散分析；F1，22＝96．853，p＜0．001），10日後（一元配置分散分析；F1，22＝214．76，
p＜0．001）ともに有意に異なった．
同様に，8月5日に採取した幼虫では，薬剤未散布のラクウショウ葉を与えた場合10日後の

生存率が83．3％であったのに対し，5月23日に薬剤散布されたラクウショウ葉を与えた場合す
べて死亡した（一元配置分散分析；F1，4＝47．704，p＜0．01）．9月5日に採取した幼虫では，
薬剤未散葉で飼育した場合5日後まですべて生存していたが，5月23日に薬剤散布されたラク
ウショウ葉を与えた場合，10日後までにすべて死亡した（Fisherの正確確率検定；p＜0．0001）．

図4．薬剤散布前（Ｃ）および散布後（Ｔ）のラクウショウの葉を与えて25℃，16L：8
Dの日長条件下で飼育したアメリカシロヒトリ幼虫の生存数の推移（平均±標準誤
差）．5日目および10日目の生存率には処理区間で有意差あり（一元配置分散分析）．
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図5．異なる寄主植物上で幼虫を飼育した際のアメリカシロヒトリの蛹重量（平均＋標準
誤差）．実験開始前の5日齢までは採卵した寄主であるラクウショウあるいはサク
ラを摂食させ，その後，ラクウショウ，サクラ，サワグルミのいずれかの葉を与え
て25℃，16L：8Dの日長条件下で蛹まで飼育した．異なるアルファベットは雌雄
それぞれで有意差がある事を示す（三元配置分散分析およびTukey の多重比較）．

3．4 寄主植物が幼虫の発育に及ぼす影響
ラクウショウ，サクラ，サワグルミの間でアメリカシロヒトリ幼虫の生存率に有意な差は認

められなかった（一元配置分散分析；F2，15＝1．3038，p＝0．301）．また，実験開始前の幼虫5
日齢までの間に摂食していた植物は蛹重量に有意な影響を及ぼしていなかった（三元配置分散
分析；雌：F1＝0．857，p＝0．358；雄：F1＝0．559，p＝0．458）．用いた卵塊の違いは雌では蛹
重量に対して有意に影響していたが，雄では有意な影響は及ぼしていなかった（三元配置分散
分析；雌：F3＝8．121，p＜0．001；雄：F3＝2．15，p＝0．103）．雌雄とも，5日齢以降に与えた
植物がもっとも大きく蛹重量に影響しており（三元配置分散分析；雌：F2＝26．708，p＜
0．0001；雄：F2＝55．29，p＜0．0001），寄主ごとの比較では，ラクウショウとサクラに比べ，
サワグルミを与えた場合に蛹重量が有意に大きかった（図5；Tukeyの多重比較；p＜0．0001）．

4．考 察

フェロモントラップでの雄成虫の捕獲消長には3回のピークが認められたことから，佐賀大
学構内で発生しているアメリカシロヒトリ個体群は年3化性であり，4月下旬～5月中旬に捕
獲された個体が越冬世代（＝第1回成虫），6月下旬～7月下旬の個体が第1世代（＝第2回
成虫），8月下旬～9月上旬の個体が第2世代（＝第3回成虫）であると考えられた．これは
過去の研究による北緯36度付近より南では年3化性という報告と合致している1），4），13）．なお，
佐賀大学構内では，2005年に藤條純夫博士が本種幼虫集団を野外と同様の条件で飼育し，その
結果を報告している12）．それによると，6月12日に発見した中齢幼虫を飼育したところ7月13
～20日に羽化，9月18日に採集した中齢幼虫は9月末までに蛹化し，6頭は10月15日に，残り
の22頭は翌2006年の5月10～14日に羽化したと記録されている．また，市場利哉氏は2003年11
月に藤條博士より譲り受けた蛹を飼育した結果，翌2004年5月2日～24日にかけて羽化したこ
とを報告している5）．今回の研究の結果と照らし合わせると，藤條12）により6月に採集され7
月に羽化した個体は第1世代，9月に採集された個体は第2世代と考えられ，一部は年内に羽
化（＝第3世代；第4回成虫）（藤條12）は「温量が不足し越冬出来なかった」と考察している）
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したが，多くは蛹で越冬（＝翌年の越冬世代）したものと考えられる．また市場氏による飼育
の結果は，現在の越冬世代成虫の出現時期とほぼ一致している．当時，野外でも実際に第3世
代が少数ながら羽化していたか否かは不明であるが，少なくとも今回の調査では，フェロモン
トラップにより10月以降の成虫の捕獲は確認されなかった．本種個体群は佐賀県における発生
初期の2005年頃から現在に至るまで，基本的には年3化型であったものと推察される．
なお，今回の調査では，越冬世代はトラップ設置翌日の4月30日からある程度の個体数が確

認されたため，設置前から出現していた可能性が高い．また，第1および第2世代は，後述の
ようにとくに正門側では薬剤防除の効果により個体数が大きく減少したと考えられ，無防除の
場合には発生数の増加に伴い，出現期間がより長期化する可能性がある．
5月23日に薬剤を散布した正門付近のラクウショウでは，第1世代と第2世代の雄成虫の捕

獲が確認されたものの，8月と9月の調査ではラクウショウ上では卵塊および幼虫集団は確認
されなかった．したがって，周辺で発生した雄成虫のみが性フェロモンに誘引されて捕獲され
たものの，ラクウショウ上での雌成虫との交尾や雌成虫による産卵はほとんど行なわれなかっ
たものと考えられる．一方，薬剤を散布しなかった西門付近ラクウショウでは，5月（越冬世
代が産卵）よりも8月（第1世代が産卵）の方が卵塊および幼虫集団が多く確認され，9月（第
2世代が産卵）には密度が低下する傾向が認められた．しかしながら，フェロモントラップに
よる雄成虫の捕獲数は第1世代，第2世代ともほぼ同数であったこと，および，西門付近のラ
クウショウではこの時期まで薬剤は散布されていないことから，西門付近の第1世代の雌成虫
あるいは第2世代の卵・幼虫に何らかの未知の死亡要因が働いた可能性があるが，その詳細は
不明である．なお，本調査の過程では幼虫の天敵は観察されなかった．成虫に関しては，フェ
ロモントラップの周辺で，カマキリの一種の幼虫が雄成虫を捕食していた事例と，ヨコヅナサ
シガメAgriosphodrus dohrni（Signoret）の終齢幼虫が雄成虫を捕食していた事例がそれぞれ
1回ずつ確認されたのみであった．
幼虫の摂食試験より，スティンガーフロアブルの散布はアメリカシロヒトリの個体群抑制に

きわめて有効であり，その効果は5月に1度散布することにより9月の第2世代の発生時期ま
で持続することが示された．
また，飼育に用いたサクラ，ラクウショウ，サワグルミの中では，サワグルミがアメリカシ

ロヒトリの発育にもっとも好適な植物であると考えられた．大学構内でもっとも顕著な被害が
生じているラクウショウに関しては，古くから本種による被害が知られているサクラで飼育し
た場合と生存率も蛹重量もほぼ同様であったため，本種の発育に適した植物であると考えられ
る．
一連の結果より，佐賀大学構内で発生しているアメリカシロヒトリ個体群は年3化型であり，

被害が顕著に生じているラクウショウではサクラとほぼ同様に発育可能であること，スティン
ガーフロアブルは本種の防除に有効であり，かつ，その効果は第1世代の出現時期に散布すれ
ば第2世代の出現時期まで持続することが判明した．
今後はフェロモントラップを用いたモニタリングにより発生密度を把握しつつ，ある程度の

発生が認められた場合には有効薬剤を散布することにより，本種の多発生は抑制可能であると
考えられる．
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長を示すのか，今後の学内外での観察が望まれる．」と書き残されている12）．本種の防除に関
して筆者に対して強く働きかけて下さり，はからずも藤條博士のこの希望に応じる形となった
本研究のきっかけと，いずれも故人となられた藤條博士と市場氏の過去の業績の一端を知る機
会を筆者に与えて下さった渡邉啓一佐賀大学農学部長に厚く御礼申し上げる．

摘 要

佐賀大学本庄キャンパス構内では，2003年以降アメリカシロヒトリの多発生がしばしば確認
され，2010年頃からは正門付近のラクウショウ並木を中心に，秋になると毎年のよう大発生を
繰り返している．構内における本種の多発生を抑制する目的で，雄成虫を誘引・捕殺するフェ
ロモントラップにより本種成虫の発生消長を調査し，化性を確認するとともに，スティンガー
フロアブルを散布した正門付近と非散布の西門付近でラクウショウ枝の定期的なサンプリング
により本種の卵塊数および幼虫集団数を調査した．また，室内での幼虫の飼育実験により，薬
剤の効果とその持続期間，および，ラクウショウ，サクラ，サワグルミの3種の植物上での本
種の生育状況を比較した．雄成虫の捕獲消長には年に3回のピークが見られたことから，佐賀
大学構内で発生しているアメリカシロヒトリ個体群は年3化性であると考えられた．また，ラ
クウショウ上でも他の寄主植物と同様に生存し，サクラと同様のサイズの蛹まで発育可能であ
ることが明らかになった．スティンガーフロアブルを散布した植物で飼育した個体は例外なく
10日間以内に死亡し，その効果は散布後4ヶ月以上を経過した葉でも認められたことから，本
薬剤はアメリカシロヒトリの防除に有効であると考えられた．今後はフェロモントラップを用
いたモニタリングにより発生密度を把握しつつ，ある程度の発生数が認められた場合には有効
薬剤を散布することにより，本種の多発生は抑制可能であると考えられた．
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